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『親子で絵本を』

少し前の20度以上の気温がうそのように、秋が深まっていてい
ます。読書の秋の到来です。
さて、ミカエル幼稚園には、「絵本の部屋」があります。この
部屋は、一時保育室として、朝や夕方は預かり保育室としても利
用されますが、その他の時間には、先生たちや、親御さんが自由
に利用できるように開放しています。
中には、お迎え後、30分から1時間くらい、親子で絵本を楽し
んでいる方がいらっしゃいます。とても良い習慣だと感じます。
絵本で子どもを育てる良さは、どのようなものでしょうか。
「文字を覚える」「賢くなる」「国語が得意になる」
私は、園長になる前は、札幌市の国語の教員をしていましたの
で、国語が全ての教科の基礎になっていると感じていました。
そもそも、文章を読み取る力がなければ、どの教科も頭に入って
はこないからです。そして国語は、他の教科と違って、一足飛び
に力がつく教科ではないことも感じていました。その意味で、
絵本に親しんでいたミカエルを卒園した子どもたちに、国語が得
意なお子さんが多いことも納得がいきます。
でもそれは副産物でしかありません。親子が絵本を楽しむ一番
の目的は、子どもたちの心の安心です。暖かい膝の上で、お布団
の中で、お家の人から毎日絵本を読んでもらえる幸せ。お家の人
と一緒に絵本を楽しむ幸せ。その幸せを与え続けてほしいのです。
今年も、卒園した子どもたちが何人も、「札幌市読書感想文コ
ンクール」にチャレンジしました。
「絵本」を大好きだった子どもたちが、「読書」を好きになり、
読むだけでなく思いを巡らせ、それを文章に表現できるようにな
る、とても素敵なことです。
何が大切かを、自分はどう生きるべきかを「考える」人になる。
素晴らしいことです。
どうぞお子さんをそのようにお育て下さい。幼児期の今がとて
も大切です。

園長 渡部 良子

「成長させてくださる神さま」

北海道の短い短い秋があっという間に過ぎようとして

います。秋は、山で採れるきのこや小桑の実、色とりど

りの秋の木の葉を愛でつつ、一年間育ててきた野菜や果

物を収穫する一年間の働きが報われる季節です。先日、

幼稚園でも、朝の礼拝の中で子どもたちが持ち寄ってく

れた野菜や果物が祭壇に捧げられました。

神道や仏教、他の世界の多くの文化にも収穫感謝の祈

りというものがあります。それは、収穫物が多かったと

か少なかったということではなく、「実りをもたらす一

年の恵みが、身の回りにあるたくさんの助けを得て与え

られたこと」を思い起こす儀式です。

太陽の光、雨や風、大地、花粉を運ぶ虫たち . . .たくさ

んの力に支えられて成長した実りの一部を私たちは分け

てもらっています。収穫感謝の祈りは「分かち合うこと」

の大切さを学ぶ時です。

「わたしは植え、アポロは水を注いだ。しかし、成長さ

せてくださったのは神です。」

（コリントの信徒への手紙一 3章6節）

私たちは世界の様々なものに支えられて生きています。

その一つ一つが繊細でいとも簡単に壊れてしまうもので

す。次の世代にもこの恵みが繋がっていきますように。
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